
JP 4608718 B2 2011.1.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演奏操作子と、
　前記演奏操作子の操作に応じて機械的に発音する機械発音手段と、
　予め決められた音色の楽音を、前記演奏操作子の操作に応じて電子的に発生する第１電
子発音手段と、
　設定されたパラメータに応じた楽音を、前記演奏操作子の操作に応じて電子的に発生す
る第２電子発音手段と、
　前記機械発音手段における発音の有無、前記第１電子発音手段における発音の有無、お
よび前記第２電子発音手段における前記パラメータの内容を組み合わせて記述した登録設
定情報を記憶する記憶手段と、
　ユーザの指示にしたがって、前記登録設定情報を前記記憶手段から読み出して、前記機
械発音手段と前記第１電子発音手段との発音の有無の設定、および前記第２電子発音手段
における前記パラメータの設定を行う設定手段と、
　ユーザの指示にしたがって、前記第２電子発音手段の発音をミュートさせるミュート手
段と
　を具備することを特徴とする楽器。
【請求項２】
　請求項１記載の楽器において、
　前記機械発音手段は、前記機械的な発音の音量を制御する音量制御手段を有し、
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　前記音量制御手段は、前記設定手段の設定に応じて前記機械的な発音の音量を制御して
前記機械発音手段の演奏状態を切り替える
　ことを特徴とする楽器。
【請求項３】
　請求項２記載の楽器において、
　前記機械発音手段の演奏状態は、前記音量制御手段が前記機械的な発音の音量を制御す
ることにより、前記演奏操作子の操作に応じて発音する発音演奏状態と、前記演奏操作子
が操作されても発音しない消音演奏状態とに少なくとも切り替わる
　ことを特徴とする楽器。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の楽器において、
　前記第２電子発音手段の演奏状態は、楽音の音色、楽音の音量、楽音の音響効果、楽音
の音高の少なくとも１以上のパラメータにより設定される
　ことを特徴とする楽器。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の楽器において、
　前記楽器は、ユーザが操作可能な複数の操作ボタンを有し、
　前記操作ボタンの各々には、前記登録設定情報が割り当てられ、
　前記設定手段は、前記操作ボタンのいずれかが操作されると、前記操作された操作ボタ
ンに割り当てられた前記登録設定情報を前記記憶手段から読み出して、前記機械発音手段
と前記第１電子発音手段との発音の有無の設定、および前記第２電子発音手段における前
記パラメータの設定を行う
　ことを特徴とする楽器。
【請求項６】
　請求項５記載の楽器において、
　前記楽器は、操作画面を表示する表示手段を有し、
　前記操作ボタンは、前記操作画面に表示され、ユーザのタッチ操作によって操作される
　ことを特徴とする楽器。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の楽器において、
　前記記憶手段は、前記登録設定情報が記録された記録媒体または通信回線を介して外部
装置より入力された前記登録設定情報を記憶する
　ことを特徴とする楽器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、機械的な発音と電子的な発音とが可能な楽器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、グランドピアノにおいては、弦を打弦する打弦機構に加えて電子音源を具備し、打
弦機構による演奏と電子音源による演奏とを選択可能にしたものがある。
このような電子音源を具備するグランドピアノは、消音機構操作用の消音用スイッチと、
電子音源制御用のコントローラとを棚板の下部に有するものがある。この構成の下、演奏
者が消音用スイッチを操作することにより、消音機構によって打弦機構による打弦を阻止
できる。また、演奏者がコントローラを操作することにより、電子音源によって発音され
る音色を選択することが可能になっている。
従って、演奏者は、打弦機構による演奏と電子音源による演奏といった２つの演奏状態に
切り替えることができ、鍵盤操作に応じて発音される音色を様々に変化させることができ
る。
また、演奏者は、打弦機構と電子音源の両方を発音できる状態に設定することにより、打
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弦機構によるピアノの音と、電子音源によるピアノ以外の楽器音との両方を発音させるア
ンサンブル演奏ができるような楽器もある。
従って、この楽器によれば、打弦機構による発音と電子音源より発音される様々な音色と
を組み合わせて様々な演奏状態を選択できるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ピアノ演奏中に上述したような電子音源のみの演奏またはアンサンブル演奏な
どに演奏状態を変更したい場合があり、この場合、演奏中に機械的な発音系統と電子音源
の両方の設定を切り替える必要がある。このため、消音用スイッチとコントローラの両方
を操作する必要があり、演奏中にこのような操作を行うのは困難であった。
【０００４】
本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、機械的な発音と電子音の両方の設
定を簡易かつ短時間で変更することができる楽器を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上述課題を解決するため、請求項１に記載の楽器は、演奏操作子と、前記演奏操作子の
操作に応じて機械的に発音する機械発音手段と、予め決められた音色の楽音を、前記演奏
操作子の操作に応じて電子的に発生する第１電子発音手段と、設定されたパラメータに応
じた楽音を、前記演奏操作子の操作に応じて電子的に発生する第２電子発音手段と、前記
機械発音手段における発音の有無、前記第１電子発音手段における発音の有無、および前
記第２電子発音手段における前記パラメータの内容を組み合わせて記述した登録設定情報
を記憶する記憶手段と、ユーザの指示にしたがって、前記登録設定情報を前記記憶手段か
ら読み出して、前記機械発音手段と前記第１電子発音手段との発音の有無の設定、および
前記第２電子発音手段における前記パラメータの設定を行う設定手段と、ユーザの指示に
したがって、前記第２電子発音手段の発音をミュートさせるミュート手段とを具備するこ
とを特徴としている。
【０００６】
請求項２に記載の楽器は、請求項１記載の楽器において、
前記機械発音手段は、
前記機械的な発音の音量を制御する音量制御手段を有し、
前記音量制御手段は、前記設定手段の設定に応じて前記機械的な発音の音量を制御して前
記機械発音手段の演奏状態を切り替えることを特徴としている。
【０００７】
請求項３に記載の楽器は、請求項２記載の楽器において、
前記機械発音手段の演奏状態は、前記音量制御手段が前記機械的な発音の音量を制御する
ことにより、前記演奏操作子の操作に応じて発音する発音演奏状態と、前記演奏操作子が
操作されても発音しない消音演奏状態とに少なくとも切り替わることを特徴としている。
【０００８】
　請求項４に記載の楽器は、請求項１乃至３のいずれかに記載の楽器において、前記第２
電子発音手段の演奏状態は、楽音の音色、楽音の音量、楽音の音響効果、楽音の音高の少
なくとも１以上のパラメータにより設定されることを特徴としている。
【０００９】
　請求項５に記載の楽器は、請求項１乃至４のいずれかに記載の楽器において、前記楽器
は、ユーザが操作可能な複数の操作ボタンを有し、前記操作ボタンの各々には、前記登録
設定情報が割り当てられ、前記設定手段は、前記操作ボタンのいずれかが操作されると、
前記操作された操作ボタンに割り当てられた前記登録設定情報を前記記憶手段から読み出
して、前記機械発音手段と前記第１電子発音手段との発音の有無の設定、および前記第２
電子発音手段における前記パラメータの設定を行うことを特徴としている。
【００１０】
請求項６に記載の楽器は、請求項５記載の楽器において、
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前記楽器は、操作画面を表示する表示手段を有し、
前記操作ボタンは、前記操作画面に表示され、ユーザのタッチ操作によって操作されるこ
とを特徴としている。
【００１１】
　請求項７に記載の楽器は、請求項１乃至６のいずれかに記載の楽器において、前記記憶
手段は、前記登録設定情報が記録された記録媒体または通信回線を介して外部装置より入
力された前記登録設定情報を記憶することを特徴としている。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳述する。
（１）　実施形態
（１－１）実施形態の構成
図１は、本発明の一実施形態に係るグランドピアノの機械的な発音機構（機械発音手段）
の主要部を示す図である。同図に示すように、このグランドピアノは、鍵（演奏操作子）
１の運動をハンマ２に伝達するアクション機構３と、ハンマ２によって打撃される弦４と
、弦４の駆動を阻止するためのダンパ５と、打弦後のハンマ２の暴れを防止するバックチ
ェック６と、後述するサーボコントローラ１２によって制御され、鍵１を駆動するソレノ
イド７と、鍵１の運動を検出するキーセンサ８を備えており、これらの構成は一般的な自
動ピアノと同様である。
また、このグランドピアノは、ストッパ９とモータ（図示せず）によって構成される消音
機構（音量制御手段）１０を備えており、後述するコントローラ１１がモータを回転させ
ることにより、ハンマ２の回動範囲にストッパ９を回動させてハンマ２による打弦を阻止
できるようになっている。
【００１３】
また、図２は、このグランドピアノの電気的構成を示すブロック図である。
液晶表示装置（表示手段）１５は、パーソナルコンピュータ（制御手段）（以下、「ＰＣ
」という）２０からの映像信号を入力して操作画面や各種映像を表示する。また、液晶表
示装置１５は、タッチパネル１６が設けられており、ユーザによって表示画面がタッチ操
作されると、タッチされた位置情報をＰＣ２０に出力する。ＰＣ２０は、この位置情報か
らユーザの操作内容を判断し、これにより、ユーザの指示等をＰＣ２０に入力することが
できる。
ディスクユニット１７は、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等のディスクを再生するディス
ク再生装置であり、ＰＣ２０の制御によりＭＩＤＩデータ、オーディオデータ、ビデオデ
ータ等が記録されたディスクを再生して再生信号をＰＣ２０に出力する。
【００１４】
ＰＣ２０は、ハードディスク装置（記憶手段）（以下、「ＨＤＤ」）２１に予め記録され
たアプリケーションプログラムを実行することにより、液晶表示装置１５の表示画面に後
述するような操作画面を表示させる。
また、ＰＣ２０は、液晶表示装置１５から供給されるユーザの入力操作に基づいてコント
ローラ１１に制御信号を出力する。ここで、ＰＣ２０からコントローラ１１に供給される
制御信号は、このグランドピアノのハンマ２による機械的な発音の演奏状態と、後述する
ピアノ音源１８やトーンジェネレータ１９による電子音の演奏状態とを様々な演奏状態に
設定するための信号である。
すなわち、ＰＣ２０は、ユーザの指示に従ってコントローラ１１を制御して消音機構１０
を駆動させることにより、機械的な発音の演奏状態を選択する。具体的には、鍵１が押下
されるとハンマ２による打弦音が発音される発音演奏状態と、鍵１が押下されてもハンマ
２による打弦音が発生しない消音演奏状態のいずれかの演奏状態を選択する。
また、ＰＣ２０は、ユーザの指示に従ってコントローラ１１を制御することにより、ピア
ノ音源１８の動作状態やトーンジェネレータ１９の後述する各種パラメータの値を設定す
ることにより、ピアノ音源１８及びトーンジェネレータ１９の電子的な演奏状態を設定す
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る。
このようにして、ピアノ音源１８やトーンジェネレータ１９による電子音の演奏状態は、
ピアノ音源１８の動作状態やトーンジェネレータ１９の各種パラメータの値によって設定
される。
【００１５】
さらに、ＰＣ２０は、図３に示すように、ユーザの入力操作に基づいてこのような機械的
な発音の演奏状態と電子音の演奏状態とを組み合わせた情報を登録設定情報としてＨＤＤ
２１に書き込むことにより、複数の登録設定情報をＨＤＤ２１に記憶させて登録すること
ができる。
そして、ＰＣ２０は、ユーザの入力操作に基づいてＨＤＤ２１に記憶された所望の登録設
定情報を読み出してコントローラ１１に出力することにより、コントローラ１１によって
この登録設定情報に記述された演奏状態に機械的な発音の演奏状態及び電子音の演奏状態
を設定させることができる。ここで、登録設定情報の登録及び呼び出しなどの詳細な説明
については、後述する。
【００１６】
また、ＰＣ２０は、ユーザの操作によってディスクユニット１７に挿入されたディスクの
再生や自動演奏が指示された場合は、ディスクユニット１７によって対応するディスクを
再生させる。
すなわち、ＰＣ２０は、音楽用ＣＤの再生の場合、ディスクユニット１７から供給された
再生信号であるオーディオ信号を音量調整した後にアンプ内蔵スピーカ２２に出力して再
生させる。なお、図２において「WAVE」は、ＰＣ２０が予め有する音楽情報を音楽用ＣＤ
からのオーディオ信号に混合する場合を示しており、この「WAVE」も音量調整可能である
。
また、ＤＶＤ－ＲＯＭ等のビデオ信号とオーディオ信号が記録されたディスクの再生の場
合、ＰＣ２０は、ビデオ信号を液晶表示装置１５に出力すると共に、オーディオ信号をア
ンプ内蔵スピーカ２２に出力して再生させる。
【００１７】
また、ＰＣ２０は、自動演奏を行う場合、ＭＩＤＩデータが記録されたディスクより再生
されたＭＩＤＩデータをコントローラ１１に出力する。この場合、コントローラ１１は、
ＰＣ２０より供給されたＭＩＤＩデータに基づいて所定の鍵１の速度を指示する速度指示
値を示す信号を生成してサーボコントローラ１２に出力する。これにより、サーボコント
ローラ１２は、速度指示信号に応じた励磁電流を所定のソレノイド７に供給するとともに
、ソレノイド７から供給されるフィードバック信号である出力速度と速度指示値を比較し
、両者が一致するようにサーボ制御を行って自動演奏を行わせる。
また、ＰＣ２０は、マイク端子を備えており、マイク端子に接続されたマイク３０を介し
てユーザの音声を入力することにより、ユーザの音声に基づいて上述したディスクの再生
などを制御することができる。
【００１８】
コントローラ（設定手段）１１は、キーセンサ８から供給される押下された鍵１のノート
番号などの情報に基づいて、押鍵情報や音量情報などのＭＩＤＩデータをピアノ音源１８
及びトーンジェネレータ１９に供給する。これにより、ピアノ音源１８やトーンジェネレ
ータ１９により押下された鍵１に応じた電子音の楽音を発生させることができる。
また、コントローラ１１は、ＰＣ２０から供給されたＭＩＤＩデータをピアノ音源１８及
びトーンジェネレータ１９に供給することにより、対応する電子音の楽音を発生させてア
ンサンブル演奏を行わせることもできる。
さらに、コントローラ１１は、上述したように、ＰＣ２０から供給されたＭＩＤＩデータ
に基づいて所定の鍵１の速度を指示する速度指示値を示す信号を生成してサーボコントロ
ーラ１２に出力することにより、このグランドピアノを自動演奏させることができる。
【００１９】
また、コントローラ１１は、ＰＣ２０より供給される登録設定情報に基づいて消音機構の
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モータを駆動することにより、このグランドピアノの機械的な発音の演奏状態を発音演奏
状態または消音演奏状態に設定することができる。
また、コントローラ１１は、ＰＣ２０より供給される登録設定情報に基づいてピアノ音源
１８及びトーンジェネレータ１９により発音される電子音の各種パラメータを設定するこ
とができ、また、ピアノ音源１８及びトーンジェネレータ１９の動作状態を設定すること
ができる。
これにより、コントローラ１１は、ＰＣ２０より供給される登録設定情報に基づいてグラ
ンドピアノの機械的な演奏状態と電子音の演奏状態を設定することができる。
また、コントローラ１１は、消音機構１０を駆動して消音演奏状態と発音演奏状態に切り
替えるための消音用スイッチと、ディスクの再生などを行うための各種スイッチを備えて
おり、ユーザによるこれらスイッチの操作に基づいて演奏状態を設定したり、ＰＣ２０に
所定のディスクの再生などを指示する。
【００２０】
ピアノ音源（電子発音手段）１８は、ピアノの楽音の音源情報を備え、コントローラ１１
より供給されるＭＩＤＩデータに基づいて対応する楽音のオーディオ信号を生成出力する
。
トーンジェネレータ（電子発音手段）１９は、複数の楽音の音源情報を備え、コントロー
ラ１１より供給されるＭＩＤＩデータに基づいて対応する楽音のオーディオ信号を生成出
力する。また、トーンジェネレータ１９は、コントローラ１１より供給されるＭＩＤＩデ
ータに基づいて電子音の楽音の各種パラメータを設定する。
スイッチボックス２３は、ピアノ音源１８及びトーンジェネレータ１９から出力される各
オーディオ信号についてアンプ内蔵スピーカ２２に出力するか否かを切り替える。
アンプ内蔵スピーカ２２は、スイッチボックス１１から入力されるオーディオ信号を第１
入力端子（Line In 1）に入力し、ＰＣ２０から直接入力されるオーディオ信号を第２入
力端子（Line In 2）に入力して再生音を出力する。
【００２１】
（１－２）　グランドピアノの外観
次に、図４（Ａ）は、グランドピアノの正面図であり、図４（Ｂ）は、グランドピアノの
側面図である。
図示のように、液晶表示装置１５は、譜面立て４０の横に上下左右に回動可能に支持され
る。これにより、ユーザは、演奏中であっても液晶表示装置１５の表示画面を容易に視認
でき、簡易に表示画面をタッチ操作することができるようになっている。
また、上述のＰＣ２０等の各種装置は、このグランドピアノ本体の内部若しくは下部に配
置され、このグランドピアノは、一般のグランドピアノとほぼ同様の美観を維持している
。
さらに、このグランドピアノの屋根後４１は、一般のグランドピアノの屋根後を前後方向
に前部４１Ａと後部４１Ｂとに２分割した形状に形成されており、それぞれ独立して回動
可能に支持されるようになっている。
そして、このグランドピアノは、前部４１Ａと後部４１Ｂを支えるための前部用の突上棒
４２Ａと後部用の突上棒４２Ｂとが設けられており、前部４１Ａと後部４１Ｂの両方を開
放させたり、一方のみを開放することで、ハンマ２による打弦音の反響具合を高音域と低
音域で変化させることができるようになっている。
従って、このグランドピアノは、前部４１Ａのみを開放することによって高い音階の打弦
音を強調でき、後部４１Ｂのみを開放することによって低い音階の打弦音を強調すること
ができるようになっている。
【００２２】
（１－３）　実施形態の動作
以下、液晶表示装置１５の操作画面を参照しながらこのグランドピアノの動作について説
明する。
このグランドピアノにおいては、ＰＣ２０がＨＤＤ２１に記憶されたアプリケーションプ
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ログラムを実行することにより、液晶表示装置１５の操作画面として、自動演奏を行うた
めの操作画面（disklavier）、このグランドピアノの演奏状態を設定するための操作画面
（Performance）、電子楽譜やＭＩＤＩデータやオーディオデータが記録されたＣＤ－Ｒ
ＯＭを再生するための操作画面（CD-ROM Player）、音楽用のＣＤや映像を記録したＤＶ
Ｄ等のディスクを再生するための操作画面（Audio CD Player）の４種類の操作画面のい
ずれかの操作画面をユーザの選択操作によって表示でき、各操作画面におけるユーザの入
力操作に基づいてＰＣ２０が対応する制御を行う。
【００２３】
（１－３－１）　disklavierモード
図５は、disklavierモードの操作画面を示す図であり、disklavierモードは、ユーザがこ
のグランドピアノを自動演奏させる場合に、操作画面中の「disklavier」をタッチ操作す
ることにより表示される。
この操作画面には、自動演奏用の曲リストと、これらの曲を格納するディスクのタイトル
と、自動演奏を行うための各種操作ボタンが表示される。
従って、ユーザは、表示される曲リストの中から自動演奏を行いたい曲をタッチ操作によ
り選択し、再生ボタン等をタッチ操作することにより、自動演奏を開始するなどの操作を
行うことができる。
この場合、ＰＣ２０は、ユーザのタッチ入力に基づいてディスクユニット１７を制御する
ことにより、所望のディスクに記録されたＭＩＤＩデータを再生してコントローラ１１に
出力する。
そして、コントローラ１１は、ＰＣ２０からのＭＩＤＩデータに基づいてサーボコントロ
ーラ１２によりソレノイド７を駆動させることにより、自動演奏を行わせることができる
。
ここで、操作画面において、「tempo」は曲の演奏速度、「transpose」は再生曲のキー、
「balance」はハンマ２による打弦音と電子音の音量バランスをバラメータ表示しており
、ユーザは所望のバロメータ表示をタッチ操作することにより、簡易に所望のパラメータ
を変更することができる。
また、操作画面において、「Quit」は、このグランドピアノに供給される電源をオフにし
て電気的なシステムをシャットダウンするための操作ボタンである。
【００２４】
（１－３－２）　Performanceモード
図６は、Performanceモードの操作画面を示す図であり、Performanceモードは、ユーザが
鍵盤演奏する場合に、操作画面中の「Performance」をタッチ操作することにより、この
操作画面が表示される。
この操作画面においては、このグランドピアノの演奏モードの設定、ピアノ音源１８やト
ーンジェネレータ１９の各種パラメータの設定、登録設定情報の登録や呼び出しを行うこ
とができ、ユーザが設定した演奏状態で演奏できるようになっている。
【００２５】
（１－３－２－１）　演奏状態の設定
この操作画面において、「piano」、「digital piano」、「MIDI piano」の操作ボタンが
表示されており、このグランドピアノは、これら３つの演奏モードで演奏を行うことがで
きる。
ＰＣ２０は、「piano」の操作ボタンがタッチ操作されると、コントローラ１１により打
弦を阻止しない待避位置に消音機構１０を駆動させる。これにより、鍵１が押下されると
対応する音高の弦４がハンマ２によって打弦され、ユーザは打弦演奏を行うことができる
。
このとき、トーンジェネレータ１９の電子音源の音色番号、例えば「１２８」が入力され
ている場合（図６）、トーンジェネレータ１９によって押下された鍵１のノート番号に対
応する音高で、音色番号「１２８」に対応する楽音「strings01」をハンマ２による打弦
音と同時に発音される。
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【００２６】
また、ＰＣ２０は、「digital piano」の操作ボタンがタッチ操作されると、コントロー
ラ１１により打弦阻止位置に消音機構１０を駆動させると共に、ピアノ音源１８を動作状
態に設定させる。これにより、鍵１が押下されるとピアノ音源１８により押下された鍵１
のノート番号に対応する音高でピアノ音が発音され、ユーザはピアノ音源１８の電子音に
よる演奏を行うことができる。
この場合も、トーンジェネレータ１９によって押下された鍵１のノート番号に対応する音
高で、音色番号に対応する楽音が打弦音と同時に発音される。
【００２７】
これに対して、ＰＣ２０は、「MIDI piano」の操作ボタンがタッチ操作されると、コント
ローラ１１により打弦阻止位置に消音機構１０を駆動させると共に、ピアノ音源１８を非
動作状態に設定させる。
この場合、鍵１が押下されるとトーンジェネレータ１９のみから押下された鍵１のノート
番号に対応する音高で、入力された音色番号に対応する楽音が発音される。
【００２８】
また、「mute」は、トーンジェネレータ１９による電子音の発音を一時中断させる操作ボ
タンである。これにより、ユーザは、「mute」をタッチ操作することにより、例えば、「
piano」の演奏モードの場合において、打弦音と電子音の両方の発音演奏と、打弦音のみ
の発音演奏との間の切り替え等を瞬時に行うことができるようになっている。
これにより、ユーザは、「piano」、「digital piano」、「MIDI piano」、「mute」のい
ずれかを選択操作することにより、このグランドピアノの機械的な発音と電子音の発音の
組み合わせでなる演奏モードを３つの演奏モードの中から選択できるようになっている。
【００２９】
次に、操作画面の中央領域に表示されるテンキー（「０」～「９」等）は、トーンジェネ
レータ１９より出力される電子音の音色番号を入力するための操作ボタンである。この場
合、入力された音色番号に対応する楽音名（例えば音色番号「１２８」の場合「strings0
1」）が音色番号と共に表示される。
さらに、操作画面の略下半分の領域には、現在の電子音のパラメータの値をバーで視覚的
に示すバロメータが表示されており、ＰＣ２０は、各パラメータに対応するバロメータの
いずれかの領域がタッチ操作されると、コントローラ１１によってトーンジェネレータ１
９が出力する電子音のパラメータの値をタッチ位置に対応した値に変更させる。
このように、各種パラメータを数値で表示せずにバロメータによって視覚的に表示するこ
とにより、ユーザは、容易に現在の各種パラメータの値を認識でき、タッチ操作により簡
易にパラメータの値を変更することができる。
これにより、ユーザは、トーンジェネレータ１９より発音される電子音の音色番号や各種
パラメータを簡易に設定できるようになっている。
ここで、操作画面において、「volume」は音量、「expression」は音量の微調節（フェー
ドアウト等）に使用する音量、「pan」はステレオの左右バランス、「reverb level」は
リバーブ効果（残響音の深さ）、「chorus level 」はコーラス効果（音の拡がり）、「v
ariation level」はディストネーションやオーバドライブ、「modulation」はモジュレー
ション効果、「pitch」は音の高さを示している。
【００３０】
また、「reverb level」、「chorus level 」、「variation level」の図６中右上に表示
されている操作ボタンは、これらパラメータの詳細な各種パラメータを表示させる操作ボ
タンであり、ユーザは必要に応じて詳細なパラメータの設定を行うことができるようにな
っている。
この操作画面においては、現在の「volume」の値を視覚的に表示するバーの色は、他のパ
ロメータに対応するバーの色と異なっており、これにより、これらパラメータの中でも重
要な「volume」についてはユーザが認識し易いようにしている。
また、操作画面においては、現在の「modulation」と「pitch」の値を視覚的に表示する
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ためのバーの太さは、他のパロメータに対応するバーの太さより太くなっている。これは
、「modulation」と「pitch」の数値については、ユーザが概略的に高いか低いかがわか
ればよいという特質を考慮したためである。
【００３１】
（１－３－２－２）　登録設定情報の登録及び呼び出し
また、このグランドピアノは、機械的な演奏状態と電子音の演奏状態とを組み合わせた登
録設定情報の登録及び呼び出しを行うことができ、以下、この操作について説明する。
このグランドピアノの演奏状態が設定された状態で、ユーザが操作画面に表示されている
レジスト用ボタン（「Ａ」～「Ｍ」）のいずれかを所定期間タッチ操作し続けると、ＰＣ
２０は、現在の機械的な発音の演奏状態と電子音の演奏状態とを組み合わせた登録設定情
報をＨＤＤ２１のタッチ操作されたレジスト用ボタンに対応する領域に書き込む。
【００３２】
ここで、例えば、図６において「piano」の演奏モードで、「Ａ」のレジスト用ボタンが
所定期間タッチ操作された場合、レジスト用ボタン「Ａ」に割り当てられた登録設定情報
には、図３に示すように、機械的な演奏状態を発音演奏状態に設定する情報、すなわち、
消音機構１０を打弦非阻止位置に駆動させる情報（図３に示す「発音」）が記載される。
また、登録設定情報には、電子音の演奏状態をトーンジェネレータ１９のみによる登録時
の発音演奏状態に設定する情報、すなわち、ピアノ音源１８を非動作状態に設定する情報
（図３に示す「ＯＦＦ」）と、トーンジェネレータ１９の登録時の各パラメータの値の情
報が記載される。ここで、登録設定情報に記載されるパラメータの値の情報は、図３に示
すように、「音色番号」、「volume」、「expression」、「pan」、「reverb level」、
「chorus level 」、「variation level」、「modulation」等の値の情報である。
【００３３】
図６において「digital piano」の演奏モードで、「Ｂ」のレジスト用ボタンが所定期間
タッチ操作された場合、レジスト用ボタン「Ｂ」に割り当てられた登録設定情報には、図
３に示すように、機械的な演奏状態を消音演奏状態に設定する情報、すなわち、消音機構
１０を打弦阻止位置に駆動させる情報（図３に示す「消音」）が記載される。また、登録
設定情報には、電子音の演奏状態をピアノ音源１８及び登録時のトーンジェネレータ１９
の発音演奏状態に設定する情報、すなわち、ピアノ音源１８を動作状態に設定する情報（
図３に示す「ＯＮ」）と、トーンジェネレータ１９の登録時の各パラメータの値の情報が
記載される。
【００３４】
また、図６において「MIDI piano」の演奏モードで、「Ｃ」のレジスト用ボタンが所定期
間タッチ操作された場合、レジスト用ボタン「Ｃ」に割り当てられた登録設定情報には、
図３に示すように、機械的な演奏状態を消音演奏状態に設定する情報（図３に示す「消音
」）が記載される。また、登録設定情報には、電子音の演奏状態を「piano」の場合の電
子音の演奏状態と同様に、トーンジェネレータ１９のみによる登録時の発音演奏状態に設
定する情報が記載される。
【００３５】
すなわち、登録設定情報には、機械的な演奏状態として、発音演奏状態（図３に示す「発
音」）か消音演奏状態（図３に示す「消音」）か否かの情報が記載され、電子音の演奏状
態として、ピアノ音源１８が動作状態（「ＯＮ」）か非動作状態（「ＯＦＦ」）か否かと
、トーンジェネレータ１９の登録時の各パラメータの値の情報が記載され、それぞれ各レ
ジスト用ボタンに割り当てられて登録される。
このようにして、ユーザは、機械的な演奏状態と電子音の演奏状態とを組み合わせた登録
設定情報を所望のレジスト用ボタンにそれぞれ割り当てて登録することができる。
【００３６】
このようにして登録設定情報が割り当てられたレジスト用ボタンをユーザが短い間隔でタ
ッチ操作すると、ＰＣ２０は、タッチ操作されたレジスト用ボタンに割り当てられた登録
設定情報をＨＤＤ２１から読み出してコントローラ１１に出力する。
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そして、コントローラ１１は、ＰＣ２０より供給された登録設定情報に基づいて消音機構
１０、ピアノ音源１８及びトーンジェネレータ１９の制御を行い、これらの動作状態を登
録設定情報に対応する設定に変更する。
例えば、「Ａ」のレジスト用ボタンが選択操作されると、コントローラ１１は、登録設定
情報に基づいて消音機構１０を打弦非阻止位置に駆動し、ピアノ音源１８を非動作状態に
設定する（図３）。また、コントローラ１１は、トーンジェネレータ１９の各パラメータ
の値を登録設定情報に記載された登録時の各パラメータの値に設定する。
これにより、このグランドピアノは、「piano」の演奏モードに設定されると共に、トー
ンジェネレータ１９の各パラメータが登録時のパラメータの値に設定される。
【００３７】
また、「Ｂ」のレジスト用ボタンが選択操作されると、コントローラ１１は、登録設定情
報に基づいて消音機構１０を打弦阻止位置に駆動し、ピアノ音源１８を動作状態に設定す
ると共に、トーンジェネレータ１９の各パラメータの値を登録設定情報に記載された登録
時の各パラメータの値に設定する。これにより、このグランドピアノは、「digital pian
o」の演奏モードに設定されると共に、トーンジェネレータ１９の各パラメータが登録時
のパラメータの値に設定される。
【００３８】
また、「Ｃ」のレジスト用ボタンが選択操作されると、コントローラ１１は、登録設定情
報に基づいて消音機構１０を打弦阻止位置に駆動し、ピアノ音源１８を非動作状態に設定
すると共に、トーンジェネレータ１９の各パラメータの値を登録設定情報に記載された登
録時の各パラメータの値に設定する。これにより、このグランドピアノは、「MIDI piano
」の演奏モードに設定されると共に、トーンジェネレータ１９の各パラメータが登録時の
パラメータの値に設定される。
このようにして、このグランドピアノの機械的な演奏状態と電子音の演奏状態を登録設定
情報の設定に切り替えることができる。
従って、ユーザは、所望の演奏状態を所定のレジスト用ボタンに割り当てて事前に登録し
ておくことにより、このレジスト用ボタンをタッチ操作するだけで、グランドピアノの演
奏状態を簡易に所望の演奏状態に切り替えることができる。
また、いずれかのレジスト用ボタンの選択操作により設定された演奏状態は、上述の各操
作ボタンの操作で修正変更可能であり、さらに修正した演奏状態で再登録することも可能
であることは言うまでもない。
【００３９】
また、登録設定情報には、機械的な演奏状態と電子音の演奏状態との組み合わせが記載さ
れているため、機械的な演奏状態と電子音の演奏状態の様々な組み合わせを容易に登録で
き、対応するレジスト用ボタンの１回の操作だけで、両方の演奏状態を短時間で設定する
ことができる。
これらにより、グランドピアノは、様々な演奏状態の設定をレジスト用ボタンにそれぞれ
割り当てて登録することができ、ユーザは演奏中に簡易かつ短時間で、グランドピアノの
演奏状態を様々な演奏状態に切り替えることができる。
【００４０】
（１－３－３）　CD-ROM Playerモード
図７は、CD-ROM Playerモードの操作画面を示す図であり、ＣＤ－ＲＯＭを再生する場合
に、操作画面中の「CD-ROM Player」をタッチ操作することにより表示される。
この操作画面には、ＣＤ－ＲＯＭに記憶されるオーディオデータやＭＩＤＩデータのタイ
トルと、ＣＤ－ＲＯＭを出し入れするイジェクトボタンと、ＣＤ－ＲＯＭを再生する再生
ボタンと、再生音の音量を調節するための「volume」の操作ボタンが表示される。これに
より、ユーザはＣＤ－ＲＯＭを再生して所望の音楽を視聴することができる。なお、ＣＤ
－ＲＯＭに楽譜のデータが記憶されている場合は、操作画面に楽譜を表示させることがで
き、ユーザは操作画面に楽譜を表示させて演奏することができる。
【００４１】
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（１－３－４）　Audio CD Playerモード
図８は、Audio CD Playerモードの操作画面を示す図であり、音楽用ＣＤを再生する場合
に、操作画面中の「Audio CD Player」をタッチ操作することにより表示される。
この操作画面には、現在再生中の曲が何曲目かの情報と、曲の頭からどれくらい時間が経
過しているかの情報と、音楽用ＣＤの出し入れ、再生、巻き戻し、早送り、選曲、音量調
整（volume）、再生音の左右バランス（balance）を調整するための操作ボタンが表示さ
れる。これにより、ユーザは音楽用ＣＤを再生して、所望の音楽を視聴することができる
。
【００４２】
（１－４）　実施形態の効果
本実施形態に係るグランドピアノは、機械的な演奏状態と電子音の演奏状態を組み合わせ
て記述した登録設定情報を各レジスト用ボタンに割り当てて記憶することができる。従っ
て、レジスト用ボタンが選択操作されると、当該レジスト用ボタンに割り当てられた登録
設定情報に設定に機械的な演奏状態と電子音の演奏状態を設定することができる。
これにより、従来は機械的な演奏状態と電子音の演奏状態を変更するためには、機械的な
演奏状態の設定操作と電子音の演奏状態の設定操作とをそれぞれ行う必要があったが、こ
のグランドピアノは、レジスト用ボタンを１回操作するだけでよく、演奏中であっても機
械的な発音と電子音の両方の設定を簡易かつ短時間で変更することができる。
【００４３】
また、このグランドピアノは、登録設定情報にトーンジェネレータ１９の各パラメータの
値も記述することができる。従って、従来はトーンジェネレータ１９の音色番号に対応す
る各パラメータの初期値をその都度ユーザが所望の値に変更する必要があったが、このグ
ランドピアノは、音色番号に対応する各パラメータの値をユーザが任意に設定登録し、呼
び出すことができる。
また、このグランドピアノは、レジスト用ボタンを譜面立て４０の横に配置された液晶表
示装置１５の操作画面に表示させ、タッチ入力によりレジスト用ボタンの選択操作を行う
ことができる。
従って、ユーザは演奏中であっても操作画面を容易に視認でき、演奏状態から手を伸ばす
だけでレジスト用ボタンの選択操作を短時間で行うことができ、また、レジスト用ボタン
を別途設ける必要もなくなる。
【００４４】
（２）　変形例
（２－１）　変形例１
上述の実施形態においては、機械的な演奏状態として消音機構の設定を登録設定情報に記
述して、この設定をいつでも呼び出し可能にする場合について述べたが、本発明はこれに
限らず、ペダルの駆動状態や、屋根後４１の前部４１Ａと後部４１Ｂの開閉状態を電気的
に切り替え可能であれば、これらの設定も機械的な演奏状態として登録設定情報に記述し
て、この設定をいつでも呼び出し可能にしてもよい。
また、消音機構の設定として、ハンマ２による弱い打弦を行う弱音演奏状態を設定できる
ようにしてもよい。
【００４５】
（２－２）　変形例２
上述の実施形態においては、ピアノ音源１８とトーンジェネレータ１９の２つの電子音源
を具備するピアノに本発明を適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、電
子音源がピアノ音源１８またはトーンジェネレータ１９のいずれか１つまたは３つ以上の
電子音源を具備するピアノに本発明を適用してもよい。
また、ＭＩＤＩデータの入出力端子を設け、操作画面の操作によって外部音源で楽音を生
成したり、外部から入力されたＭＩＤＩデータに基づいて内蔵する電信音源で楽音を生成
したり、鍵駆動して自動演奏させてもよい。
【００４６】
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（２－３）　変形例３
上述の実施形態においては、操作画面に表示されたレジスト用ボタンを操作して設定を変
更する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、コントローラ１１などにレジスト
用スイッチボタンを設けてもよい。
また、ユーザの音声入力に基づいてレジスト用ボタンやレジスト用スイッチボタンの選択
操作を行うようにしてもよい。
さらに、レジスト用ボタンに登録可能なパラメータは、上述の実施形態に記載されたもの
に限らず、例えば「mute」の状態等の様々なパラメータを登録可能にしてもよい。
このようにすれば、タッチ入力機能を有しないピアノや液晶表示装置を具備しないピアノ
にも本発明を適用することができる。
【００４７】
（２－４）　変形例４
さらに、上述の実施形態においては、登録設定情報をユーザが作成する場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、外部より予め作成された登録設定情報を入力するようにし
てもよい。このようにすれば、ユーザは所望の演奏状態に対応する登録設定情報を簡易に
入手することができる。
この場合、例えば、ＦＤ（Floppy Disk）などの記録媒体に記録された登録設定情報や外
部機器より通信回線を介して登録設定情報を入力する方法がある。
【００４８】
（２－５）　変形例５
上述の実施形態においては、グランドピアノに本発明を適用する場合について述べたが、
本発明はこれに限らず、アップライトピアノに適用してもよく、また、機械的な発音と電
子音の発音とが可能な楽器に本発明を広く適用することができる。
【００４９】
【発明の効果】
上述したように本発明によれば、機械的な発音と電子音の両方の設定を簡易かつ短時間で
変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態に係るグランドピアノの機械的な発音機構の主要部を示す図
である。
【図２】　前記グランドピアノの電気的構成を示すブロック部である。
【図３】　登録設定情報の内容を示す図である。
【図４】　図４（Ａ）は、前記グランドピアノの正面図であり、図４（Ｂ）は、前記グラ
ンドピアノの側面図である。
【図５】　前記グランドピアノの操作画面を示す図である。
【図６】　前記グランドピアノの操作画面を示す図である。
【図７】　前記グランドピアノの操作画面を示す図である。
【図８】　前記グランドピアノの操作画面を示す図である。
【符号の説明】
１……鍵、
２……ハンマ、
３……アクション機構、
４……弦、
８……キーセンサ、
１０……消音機構、
１１……コントローラ、
１５……液晶表示装置、
１６……タッチパネル、
１８……ピアノ音源、
１９……トーンジェネレータ、
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２０……パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、
２１……ハードディスク装置（ＨＤＤ）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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